
危険有害性情報の「見える化」

ＫＹＴ活動

潜在リスクを災害形態ごとに集約し、起こりうる災害
の傾向を把握

KYTによる危険有害性情報の「見える化」
労働災害を防止するために、作業現場を題材に下記特徴を有したＫＹＴを実施し、不安全状態・行動を見逃さず、
潜在リスクを取り除く活動を展開している。

・実際の作業現場を対象としている。
・抽出された危険要因を低減する対策も作業者自らが起案し、安全意識の向上を図っている。

・対策案から現場改善を実施し、不安全箇所の削減を進めている。
・潜在リスクと対策案を掲示することにより、全社員を対象に危険予知のポイントを啓発している。


